
















































表 l 対象の背景 (人)
婚姻 出産経瞳 当障での肉首経理食
援繍 来1 経産婦 朱産鋤 怠し あり
叩 囲 未 満 10回以上
20代 13 8 10 11 1 13 ? 
30代 23 19 5 o 9 15 
40代 8 8 1 3 2 4 
50代 12 2 10 4 3 7 4 




























































牢 p<0.0 1 加代
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代・ 30代の 69%が妊婦検診で、 40代・ 50
代の全てが婦人科検診であることより、婦人
科検診の場合は、病気ではないかという不安
がさらに差恥心を強めているのではないかと
考えられ、より一層差恥心に対する配慮が必
要と思われる。
次に、内診時に感じるであろう恐怖感・不
安・差恥心・コミュニケーション・圧迫感に
当病院の患者は、差恥心の軽減という目的
で、カーテンを必要としている。
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